
開催日 ５ 月 ２１ 日 ６ 月 １８ 日

分野 女性の人権 同和問題
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「わたしらしく生きる」を考える
部落差別の解決をめざして

～近年の意識調査からみえてくること～

講
師

公益財団法人 反差別人権研究所みえ
事務局次長 本江 優子

公益財団法人 反差別人権研究所みえ
調査・研究員 原田 朋記（ともき）

内
容
・
講
師
紹
介
な
ど

 (公財） 反差別・人権研究所みえは、三重県
人権センター２階に事務所があり、同和問題を
はじめとする様々な人権問題の調査・研究事
業や研修・育成事業等を通して、「人権が尊重
される三重をつくる条例」の具現化とあらゆる
差別の撤廃に寄与することを目的として活動し
ている団体です。

今回は
女性の人権の基本的なとらえ方を考えます。
○「らしさ」を考える

★朝ドラから見る女性像
★世間が考える『男らしさ』『女らしさ』につ

いて
★性別役割分担意識について

○女性の時代を求めているのではないか
★多様な性のあり方
★ジェンダーから生まれる暴力の連鎖

●講師紹介
企業向けのセクハラ・パワハラ、CSRと人権

等の研修や、子どもの人権・女性の人権・県内
小中学生を対象とした部落問題・仲間づくりを
中心とした講演なども行っている。

 (公財） 反差別・人権研究所みえは、三重県人権セン
ター２階に事務所があり、同和問題をはじめとする
様々な人権問題の調査・研究事業や研修・育成事業
等を通して、「人権が尊重される三重をつくる条例」の
具現化とあらゆる差別の撤廃に寄与することを目的と
して活動している団体です。

今回は
近年の意識調査からみえてくることをもとに、

部落差別の解決をめざすため、次のような内
容で考えあう場にしたいと思います。
★データーと事例からみえる部落差別の現状
★今日の部落差別を支える忌避意識
★寝た子を起こすな論などの部落問題をめぐ
る意見
★部落差別の解消をめざして

●講師紹介
2005年から三重県人権センター内で勤務
2012年から現在の職につく
2007年から津市反差別青少年友の会会長
2010年から（公社）三重県人権教育研究協議会

専門委員
2014年から（公財）全国人権教育研究協議会専門委

員

2015年から津市人権施策審議会委員

分野 同和問題 障がい者問題
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同和・人権行政の歩みと課題
～同和対策審議会答申５０年を踏まえて～

ともに生きる、ともに支える
～障がい者の人権について考える～

講
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一般財団法人大阪府人権協会
代表理事 村井 茂

三重大学教育学部
津市立三重短期大学

非常勤講師 脇田 愉司（さとし）
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同和対策審議会答申５０年をふりかえる意味を再確
認するため、同和行政・施策の経過等を改めて学び、
特別対策事業を終えての成果と課題等を考える。

さらに節目の年を迎えた今、特に認識すべきこととし
て①誤った考え方に陥らない、②差別の全体像をしっ
かりと捉える、③根強い「マイナスイメージ」と「忌避意
識」の克服にとりくむこと④反差別人権の取り組みの
観点⑤貧困とはどういう状態か⑥相談窓口の重要性
を考え、最後に自己変革をはじめ三つの変革に挑戦
することを提案。

●講師紹介
大阪府茨木市役所を退職後、（財）大阪府同和事業

促進協議会及び（財）大阪府人権協会専務理事等を
経て現職。

主に社会同和教育、社会福祉（隣保事業）、人権・同
和行政計画等を担当し、人権課題に関する市民活動
と地方自治体等における人権施策の推進に関する研
究と実践に携わる。

著書・論文には
「人権相談テキストブック」（共著・解放出版社）「現代
における社会教育の課題」（共著・八千代出版）、「同
和行政がきちんとわかるＱ＆A」（共著・解放出版社）
「特措法期限後の同和行政の新展開」等がある。

現在、大阪府高齢者保健福祉計画推進審議会及
び大阪府同和問題解決推進審議会委員に就任。

障がいをめぐるさまざまな制度・仕組みや障
がい者のおかれている状況について、相談担
当者が必要とする基本的な理解を得るため
に、人権に係わる視点から 事例を取り入れる
などして、わかりやすい説明で進めていきま
す。

また、最近の「障害者権利条約」の批准や
「改正障害者基本法」「障害者差別解消法」
「虐待防止法」等の成立・施行など、権利擁護
全般の動向についても理解を深めていきます

●講師紹介
元三重県職員（最終は県健康福祉部参事兼障

害福祉室長）
津市立三重短期大学非常勤講師（2011年～現

在）
三重大学教育学部非常勤講師（2011年～現在）
その他、県社会福祉協議会・各種団体等の講師
社会福祉法人監事
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同和問題 子どもの人権

これでわかった！部落の歴史
～中世から江戸時代を中心に～

子どもの健やかな育ちのために
～子どもの権利と地域づくり～

大阪市立大学

特任教授 上杉 聰（さとし）

三重県健康福祉部子ども・家庭局少子化対策課子どもの育ち推

進班

主 査 山田 勝久
大学で講義されてきた「部落史研究」や「現

代の部落史」の内容をまとめた「これでわかっ
た！部落の歴史」の冊子にもとづいて、中世か
ら近世の部落史を学び、なぜ今も部落差別が
あるのかを考え、差別をなくしていくために「こ
れでわかった！」と言える学びの場としたい。

●講師紹介
 １９７０年 大学を卒業。

現在、大阪市立大学特任教授、関西大学
文学部講師、日本の戦争責任資料センター事
務局長。

著書に
「明治維新と賤民廃止令」
「部落を襲った一揆」
「これでわかった！部落の歴史～私のダイガク
講座」
「これでなっとく！部落の歴史」ほか、
多くの著書がある。

少子化対策課では、「三重県子ども条例」な
どに基づき、少子化対策、子育て支援、子ども
の豊かな育ちを支援する施策に取り組んでい
ます。

三重県では、平成２３年４月から「三重県子
ども条例」を施行。

これに関連して、子どもの権利の歩み、条例
が制定された経緯やそこに込められた思いな
どについて学ぶ。

また、子どもが豊かに育つことができる地域
社会づくりに関心を持ち、子どもの権利が尊重
される社会の実現に向けて考える機会とした
い。

●講師紹介
２０１４年・４月から本所属に勤務。
子どもの権利条約にかかる周知・啓発を担

当

同和問題 インターネット

これでわかった！部落の歴史
～中世から江戸時代を中心に～

子どもたちの人権とインターネット
～子どもの叫びを受けとめるために～

大阪市立大学

特任教授 上杉 聰
奈良県立二階堂高校教員

黒田 恵裕（よしひろ）

大学で講義されてきた「部落史研究」や「現
代の部落史」の内容をまとめた「これでわかっ
た！部落の歴史」の冊子にもとづいて、中世か
ら近世の部落史から、なぜ今も部落差別があ
るのかを学び、差別をなくしていくために「これ
でわかった！」と言える学びの場としたい。

●講師紹介
 １９７０年 大学を卒業。

現在、大阪市立大学特任教授、関西大学
文学部講師、日本の戦争責任資料センター事
務局長。

著書に「明治維新と賤民廃止令」
「部落を襲った一揆」
「これでわかった！部落の歴史～私のダイガ
ク講座」
「これでなっとく！部落の歴史」ほか、
多くの著書がある。

「助けて」～～子どもの叫び声が聞こえます
か？聞こうとしていますか？子どもたちを追い
詰める社会を見逃していませんか？

「助けて」と叫ぶことができる社会、「助けて」
のメッセージを敏感に感じ取ることができる大
人が今こそ必要です。では、「助けて」の声が
あげづらい、「助けて」の声が封じ込められて
いる人々とは誰なのか。ネットトラブルを通し、
自戒を込めて、みなさんと一緒に子どもたちに
ついて、大人のあり方について考えたいと思い
ます。

●講師紹介
１９６３年、奈良県生まれ
専門は社会福祉・カウンセリング。陸上競技（長距離

走・国体選手） 趣味：危険な海外一人旅・ピアノ・読
書・プログラミング・SNS・デジタルアーカイブ。

１９８７年より奈良県立高校教員。
２０１３年、法隆寺国際高校から二階堂高校へ異動。
２００９年～奈良県外国人教育研究会事務局長

全国在日 外国人教育研究協議会運営委員を兼
務

三重県人権センター（問い合わせ先 ０５９－２３３－５５０５）


